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治水の三原則



定量治水

一定限度の洪水を対象として
河川に封じ込める

非定量治水

いかなる規模の洪水も対象として
流域全体で受けとめる

治水についての二つの理念
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対策が完了すれば
治水安全度は飛躍的に向上するが

その間
住民は危険に晒されたままになる

対策を順次積み重ねることで
治水安全度が段階的に向上する
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設楽ダムの計画



設楽ダムの洪水調節効果

■基本方針（1/150洪水）
7100m3/s→4100m3/s
設楽ダムにより
流量減少 約1000m3/s
水位低下 約1.0m

■整備計画
4650m3/s→4100m3/s
設楽ダムにより
流量減少 約550m3/s
水位低下 約0.6m



ダムに対する評価の二極化





ダムに頼らない治水

ハード対策 ソフト対策



東日本大震災にも耐えた

鋼矢板二重締切
岩手県織笠川水門一期工事





設楽ダムの中止を
願っています


